
この 一件おいて、カミーユは女性部長というお偉いさんて、シャッキーは女子社員。 

カミーユは 2 人か働く会社てスヒーチして欲しいとシャッキーに持ちかけた。そこて、シャッキ
ーは準備をし た。彼女のスーツは小綺麗て、音の響きも言葉とうまく噛み合わされた。ひとつひ
とつの仕草と空間の中 ての動き方も慎重に決められた。見事なてき。完璧そのものて、シャッキ
ーは準備万端たった。 

ところか、土壇場になって、あることのせいて最初の予定かホシャってしまった。 

ほら、今そこにシャッキーか私たちの方へ向かってくる。フラッシュかハチハチと音を立て、シ
ャーナリスト たちか聞き耳を立てる。ほら、マイクか花束みたいになってシャッキーに差し出さ
れ、彼女はそれを手に取 る。マイクの花束に話すことは心に響くメッセーシを伝えること。色と
りとりのマイクかひと塊りになり、明瞭 て真摯なメッセーシに、若者たちに対するほとんと楽観
的なメッセーシに向けられる。フルーのマイクかあ り、それは一緒に新たな展望を見出すための
個人的なメッセーシを象徴している。シャッキーは両手てマ イクの花束をつかみ、それを最後に
は熱々のシャカイモのように聴衆に向かって放り投けるたろう。しか し、今そこて、私たちの前
て、彼女はマイクの花束を鼻て嗅き、唇は官能的にもフォームラハーの花弁に 触れんはかり。 

シャッキーか話し始める。2 枚の紙切れを演台代りに床の上に置き、唇はマイクにそっと触れ、
強く息を 吸い込むのか聞こえる。口元か開き、シャッキーはカミーユか辞職すると発表する。ス
ヒーチをするはす たったシャッキーかカミーユの辞職を告ける。そう、カミーユは立ち去り、も
はや部長というお偉いさんて はなくなる。今すくにも。シャッキーはカミーユのために辞職した
ところ。今てはこれか普通て、誰かに自 分のために辞職することを頼むことかてきる。そんなも
んて、不思議ても何てもない。 

この発表のあとは蝿か飛ふ音も聞こえそうな静けさ。人々は着席し、中には立ったままの人もい
るか、 誰もかちひちひと何か青いものを飲んている。それは空か飲み物に映り込んているからた。
 

重苦しい沈黙のなか、シャッキーか釈明する。「きのうの夜、22 時半ころ、何かか私に変化をも
たらしまし た。カミーユか私に尋ねたのは、皆さんの前て、彼女のために私か辞職てきるかとい
うこと。皆さんの前て 彼女のために退職するということ。彼女はテスクの下からそっと紙幣を渡
してきましたか、それは、今晩、 もっと効果をあけるため。今晩、スヒーチの代わりに、私か仕
事をやめ、床に横たわり、長々と寝そへり、 それて彼女か窮地を脱して、一息つけるようにする
こと」 

その時、カミーユか隣の人間にふつかりなから立ち上かり、抗議する。カミーユはみんなの前て
首にされ るなんてとてもしゃないと声を張り上ける。ても、シャッキーは何てこんなことをする
の? いかれてるんしゃ ない、シャッキー! 何を考えてるの? 

– シャッキー「ねえカミーユ、おかしいのはあなたよ! このひとい状況については話をしたてしょ。
あなた か私を採用するけと、採用された私かあなたを首にして、その結果、私は雇い主を失くし、
とうすれは良い か分からなくなるっていうひとい状況。覚えてる? ねえ、覚えてるの? 私の作り
話しゃないわよ。分かっ てるの? 思い出した? そして、《とんてん返し》の辞職を提案すること
て、力をつけて市場に戻って来ることを話したのも覚えてる てしょ。あなたの辞職の公表は会社
を盛り立てることたけか目的て、会社は面目を一新し、様変わりしな けれはいけない。辞職って
言うよりも、むしろ会社を立て直すことの方か問題たったてしょ。覚えてるの、電 話してきたこ
と覚えてる?」 

ここて、私たちの周りてハチハチと音を立てるフラッシュからも分かる通り、優れたコメンテー
ターてある雇 い主のカミーユか直接シャッキーに話しかけるのか聞こえる。カミーユか言うには、
シャッキーはカミーユ の注意をそらし、出し抜こうとしており、自分か辞職する前に彼女を追っ
払おうとしている。 

これに対してシャッキーは苛立ちなから、こう浴ひせかける。「あなたは私を《誰もか必要とす



る Wi-Fi 人間》になそらえて、あなたのためにスヒーチすることを私に持ちかけた。私に言った
ことをよく思い出し て。 

『Wi-Fi みたいな人は大勢いる Wi-Fi みたいな人はキャッチされる Wi-Fi みたいな人は取り替えか
きく Wi-Fi みたいな人はいつもスヒート不足 Wi-Fi みたいな人は問題を起こす 

Wi-F みたいな人は接続か切れる てもシャッキー、あなたはこのスヒーチのために私に必要な Wi-
Fi 人間なの』 

その上、Wi-Fi 人間は接続を辞退することもてきるんたから。Wi-Fi 人間は接続へのアクセスを拒
否するこ ともてきる。無効なハスワートって知ってる? あなたか望んたのは《切断の中のつなか
り》。あなたはもう 辞職させられた」 

ここて雇い主のカミーユは立ち去る。演台を離れ、カーテンを通り過き、聴衆とリエットか塗ら
れたトースト を後にする。 

– シャッキーか遠くから大声て呼ひかける。「そう言うことなの、もうやりたくないのね? 聞いた
てしょ、本 当に真剣なのか、それとも映画を 1 本撮る間たけラッハーに職替えしたホアキン・フ
ェニックス風のショー クしみた辞職願望なのかって? そして今度こそ、うまく行きそうたった。
と言うのも、この辞職はテーフル クロスの端を引っ張って、なみなみとワインか注かれた私たち
のクラスをひっくり返す、そういう辞職たった から。一悶着ありそうたったのは、一時停止を無
視すると、椅子に座っている人たちか地面に尻もちをつく ことになるから。ははは!誰かかおっこ
ちるのはいつも笑わせてくれるけと、YouTube の爆笑おもしろ動 画て言われてる通り《フォーム
[ラハー]にこ注意を》 」 

厄介ことを引き起こしたのは誰か? 知りたいのはそこ! 始めたのはシャッキー。そう言ったのはシ
ャッ キー。そう言ったのはシャッキー。確かめるため、カメラの《人々》に一時停止して過去の
映像を流すよう に頼んてみる。そこてコー・ハック・トゥ・サ・ハーストしてみると、スローモ
ーションの映像を前にして、確 かに反論の余地はない。始めたのはシャッキーたった。そう言っ
たのはシャッキーたった。フラッシュの ハチハチいう音に囲まれ、シャッキーかカミーユを辞職
に追い込んた。はたん。 

その結果、なんとも、シャッキーはもはや止めとなく語り続ける。そして今ては、なんとも、み
んなかそこ にいて、フラッシュかハチハチと音をたて、カメラか興奮て揺れ動いているものて、
シャッキーは今晩倒 れる 2 番目のトミノ牌は私たと言添える。シャッキーは話し続け、確かに何
十億人もの Wi-Fi 人間によ って形作られる緑色て光り輝く世界て倒れることを受け入れると言う。
その世界ては、私たちトミノ牌は 私たちを倒すのは誰かを知っているか、それまて何か私たちを
直立状態に保ったのかは知らない。 

– シャッキー「10 分と言う長い間続く、転倒を見ることになる。ほら、始まるわ。人差し指をホ
ケットから 出して、私は前に進む。最初のトミノ牌に狙いをつけ、はしく。 

ますはハラ模様のカミーユを倒し、次に協力者と呼はれる男女の緑と白のスハイラルを。次に小
さなヒー 玉か金融界の建物全体にふち当たることになる。すへては 90 年代のタンスのリスムに
乗って行われる。 そして、トミノててきた国旗か倒れることになる。頭か転かり落ち、ふつかり、
何もかもを倒す新たな衝撃を 与える巧妙にてきたシステムもある。言っとくけと、辞職は切断手
術よ。ほら、いくつかの頭か、カミーユの 頭を手始めに、ヒラミットの天辺から転け落ちようと
している」 

この発表のあと、シャッキーは息をつなき、なみなみと注かれた青い液体を飲み干す。滴かいく
つかマイ クの花束に落ちて音を立てる。シャッキーは大きく息を吸い込み、咳払いをしたあと、
こう言う。「カミーユは 追い詰められた。ホアキン・フェニックス風の『引退表明』をやりたか
ったと白状すへきたった。彼女はハフ 

ォーマンス的な退職かしたかったのに、本当にとん底に沈むためには勇気の石ころをホケットに



詰め込ま なけれはならないことに気ついていなかった」 

カミーユは追い詰められた。確かに彼女は金に物言わせて彼女の辞職のスホークスウーマンにな
ること をシャッキーに頼んた。カミーユはおっほり出され、謝り、謝り、フラッシュを焚く私た
ちの前て今謝ってい る。カミーユはカーテンのうしろから出てきて、今ては舞台の上にいる。彼
女は床の 2 枚の紙の上に立っ ている。彼女は謝り、彼女の立場か問われている。周りかトハッチ
リを受けるか、おそらく同しようなケー スかいくつか、中継を拒否する何人かの Wi-Fi 人間か、
ヒラミットを揺るかすいくつかのトミノ牌か必要た ろう。ぬかるみに何度か飛ひ込むことか、1 足
の丈夫なフーツか必要たろう。マイクの花束か何か起こっ ているかをついに伝えるためには」 

この支離滅裂な状況は終わりを迎え、何か何たか誰も分からなかった。めちゃくちゃそのものの
大混乱 て、ともかくも誰もかハッテリー切れたった。 


